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町
営
住
宅
使
用
料（
家
賃
）

の
算
定
誤
り
に
つ
い
て

　

一
部
の
町
営
住
宅
の
家
賃
算
定
に
誤
り

が
あ
り
、
平
成
16
年
10
月
か
ら
令
和
6
年

1
月
ま
で
、
過
大
ま
た
は
過
小
の
家
賃
を

徴
収
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
6
年
2
月
分
か
ら
正
当
な
家
賃
へ

改
定
す
る
と
と
も
に
、
過
大
徴
収
分
に
つ

い
て
は
速
や
か
に
返
還
し
、
過
小
徴
収
分

に
つ
い
て
は
追
加
徴
収
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
経
過
／
令
和
6
年
1
月
に
厚
岸
町
営
住

宅
管
理
条
例
施
行
規
則
第
11
条
（
家
賃
の

決
定
に
係
る
町
長
が
定
め
る
数
値
）
の
規

定
で
、
宮
園
団
地
の
一
部
、
梅
香
団
地
の

一
部
、
上
尾
幌
団
地
に
お
い
て
、
家
賃
算

定
の
基
礎
と
な
る
『
団
地
・
住
戸
別
利
便

性
係
数
』
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

●
過
大
徴
収
対
象
世
帯
／
宮
園
M
4
棟
２

階
か
ら
3
階
の
15
世
帯
、
1
8
7
3
8
0

円●
過
小
徴
収
対
象
世
帯
／
上
尾
幌
団
地
の

12
世
帯
、
9
7
5
2
1
0
円

●
再
発
防
止
策
／
今
回
の
事
態
を
厳
粛
に

受
け
止
め
、
家
賃
算
定
に
用
い
る
基
礎
的

な
数
値
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
複

数
人
に
よ
る
点
検
を
徹
底
し
ま
す
。
ま
た
、

法
改
正
内
容
・
適
用
の
精
査
、
適
正
な
運

用
に
努
め
、
職
員
の
法
令
・
条
例
順
守
の

徹
底
を
図
り
、
再
発
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
遡
及
課
税

誤
り
に
つ
い
て

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）に
よ
り
介
護

保
険
料
を
納
付
い
た
だ
い
て
い
る
場
合
に

お
い
て
、
所
得
税
・
住
民
税
の
修
正
申
告

な
ど
に
伴
い
、
2
年
前
の
介
護
保
険
料
を

遡
っ
て
更
正
を
行
っ
た
一
部
の
人
に
対
し
、

過
大
ま
た
は
過
小
に
算
定
し
た
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
6
年
2
月
に
、
過
大
徴
収
分
の
対

象
者
に
は
直
接
訪
問
に
よ
る
謝
罪
と
説
明

を
行
い
、
3
月
中
に
全
員
に
返
還
し
、
過

小
徴
収
分
に
つ
い
て
は
追
加
徴
収
い
た
し

ま
せ
ん
。

●
経
過
／
平
成
27
年
の
介
護
保
険
法
改
正

に
よ
り
、
保
険
料
の
賦
課
決
定
は
、
納
期

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
2
年
を
経
過
し
た

日
以
降
に
お
い
て
は
賦
課
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
新
た
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
法
改
正
後
、
特
別
徴
収
お
よ

び
普
通
徴
収
と
も
に
起
算
日
を
普
通
徴
収

の
第
1
期
で
あ
る
7
月
25
日
の
翌
日
と
す

る
運
用
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
5
年

9
月
8
日
付
で
厚
生
労
働
省
よ
り
『
特
別

徴
収
の
場
合
、
起
算
日
は
年
金
受
給
月
の

翌
月
5
月
10
日
の
翌
日
』
で
あ
る
と
全
国

の
自
治
体
に
対
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
平
成
27
年
度
以
降
の
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
部
の
被
保
険
者
に
対

し
て
、
本
来
賦
課
決
定
の
で
き
な
い
時
期

ま
で
遡
っ
て
賦
課
更
正
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

●
過
大
徴
収
対
象
人
数
／
7
人
、
2
8
0

1
9
0
円

●
過
大
還
付
対
象
人
数
／
5
人
、
8
1
0

2
0
円

●
再
発
防
止
策
／
職
員
の
法
令
・
条
例
順

守
の
徹
底
を
図
り
、
法
改
正
の
際
に
は
内

容
の
解
釈
を
適
切
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

国
・
北
海
道
へ
の
確
認
お
よ
び
他
自
治
体

や
シ
ス
テ
ム
業
者
と
の
情
報
共
有
を
行
う

な
ど
、
法
解
釈
の
齟
齬
が
生
じ
な
い
よ
う

徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

釧
路
管
内
町
村
の
一
般
事
務

職
員（
大
学
卒
）を
募
集

　

令
和
7
年
度
の
釧
路
管
内
町
村
の
一
般

事
務
職
員
の
採
用
資
格
試
験（
大
学
卒
）を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
高
校
卒
（
短
大
・
専
門
学
校
卒

を
含
む
）
の
採
用
資
格
試
験
は
、
７
月
中

旬
に
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

●
厚
岸
町
の
採
用
予
定
／
一
般
事
務
職
、

大
学
卒
1
人（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

●
受
験
資
格
／
平
成
8
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
試
験
日
・
場
所

▽
第
１
次
試
験
＝
７
月
14
日Z

、
釧
路
町

公
民
館

▽
第
２
次
試
験
＝
8
月
以
降
に
各
町
村
役

場
で
実
施
予
定

●
申
込
方
法
／
役
場
総
務
課
に
備
え
て
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
持
参

ま
た
は
郵
送
（
申
込
書
は
４
月
8
日X

か

ら
交
付
）

●
受
付
期
間
／
４
月
8
日X

か
ら
5
月
31

日N

（
当
日
消
印
有
効
）

家
族
で
野
菜
な
ど
を

育
て
ま
せ
ん
か

上
尾
幌
ふ
れ
あ
い
体
験
農
園
の
利
用
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１
区
画
あ
た
り
50
か
ら
1
0
0
平
方
㍍
、

22
区
画
を
有
料
で
貸
し
付
け
し
ま
す
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

そ
ご

い
り
ま
す
。


